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令和２年５月臨時会・６月定例会

　令和２年５月臨時県議会は、５月１９日に開会し、
２日間の会期を経て、５月２０日に閉会しました。
　本臨時県議会では、令和２年度一般会計補正予算
（第３号）、令和２年度財政調整積立金特別会計補正
予算（第１号）及び令和２年度一般会計補正予算（第
２号）の専決処分についての３件の議案が審議さ
れ、いずれも原案のとおり可決又は承認されました。

５月臨時会の概要
　令和２年６月定例県議会は、６月１１日に開会し、
２１日間の会期を経て、７月１日に閉会しました。
　本定例会では、令和２年度一般会計補正予算案な
ど１５件の議案等が審議され、予算議案４件、条例
議案６件、条例外議案３件及び意見書案１件が可決
されたほか、人事議案１件が同意されました。

６月定例会の概要

◦５月臨時会、６月定例会の概要など 	 １
◦本会議質問　１５人の議員が行った主な一般質問と答弁要旨 	 ２～５
◦委員会の概要　各常任・特別委員会の主な審議事項等 	 ６～７
◦可決された条例、意見書など 	 ８

主
な
内
容

佐賀県議会 検　索 ➡➡

「インターネット議会録画」や
「会議日程」、「会議録」などが
ご覧いただけます。

　６月定例県議会において、令和２年度一般会計補正予算案のほか、土地取得特別会計補正予算など４件の補
正予算案が原案どおり可決されました。
　なお、新型コロナウイルス感染症に対応するため、緊急に措置を要するものについて追加で補正予算案が急
遽提出され、原案どおり可決された結果、令和２年度一般会計予算総額約６，１１１億３，９１７万円（対前年比３４．１％増）
となりました。

令和２年度補正予算案を可決

委員会ピックアップ　九州新幹線西九州ルート

　７月に新幹線問題対策等特別委員会で、令和４年に暫定開業
する九州新幹線西九州ルート（武雄温泉～長崎間）を視察しま
した。武雄温泉駅、嬉野温泉（仮称）駅、長崎駅の整備状況や
周辺のまちづくりについて説明を受け、現地の視察を行いまし
た。
　また、暫定開業後に並行在来線となる長崎本線（肥前山口～
諫早間）は、上下分離方式に移行することで、利便性の問題を
はじめ、沿線地域には様々な影響が考えられます。商工団体、
観光協会、行政などが参加した意見交換会では、上下分離後の
沿線地域への影響や、新鳥栖～武雄温泉間の新幹線整備に関連
した地域への影響などについて、意見交換を行いました。

▲ �長崎駅視察の様子��
（長崎県長崎市）

▲

上
下
分
離
後
の
長

崎
本
線
に
関
す
る
意

見
交
換
会
の
様
子

（
鹿
島
市
）
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■
質
問
議
員

６
月
１７
日
（
水
曜
日
）

●
原
田
寿
雄
（
自
由
民
主
党
）

●
江
口
善
紀
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

●
武
藤
明
美
（
日
本
共
産
党
）

●
坂
口
祐
樹
（
自
由
民
主
党
）

●
古
川
裕
紀
（
自
由
民
主
党
）

６
月
１８
日
（
木
曜
日
）

●
藤
崎
輝
樹
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

●
下
田
寛
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

●
石
倉
秀
郷
（
自
由
民
主
党
）

●
川
﨑
常
博
（
自
由
民
主
党
）

●
中
本
正
一
（
公
明
党
）

６
月
１９
日
（
金
曜
日
）

●
中
村
圭
一
（
自
由
民
主
党
）

●
稲
富
正
敏
（
自
民
党
・
鄙
の
会
）

●
西
久
保
弘
克
（
自
由
民
主
党
）

●
古
賀
陽
三
（
自
由
民
主
党
）

●
藤
木
卓
一
郎
（
自
由
民
主
党
）

※
質
問
順

一
般
質
問

た
。

　
西
九
州
ル
ー
ト
は
在
来
線
の
利
用
が
前
提

で
あ
り
、
関
係
者
で
合
意
し
て
き
た
ス
ー

パ
ー
特
急
、
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
、
リ

レ
ー
方
式
に
つ
い
て
は
異
論
は
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
合
意
に
な
く
、
佐
賀
県
が
検

討
し
た
こ
と
も
な
い
フ
ル
規
格
や
ミ
ニ
新
幹

線
に
つ
い
て
は
、
与
党
検
討
委
員
会
で
の
議

論
と
は
か
か
わ
り
な
く
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら

し
っ
か
り
時
間
を
か
け
て
議
論
し
て
ま
い
り

た
い
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ

い
て
は
、
県
の
迅
速
な
対
応
と
、
多

く
の
県
民
や
事
業
所
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ

り
、
第
１
波
に
対
す
る
県
内
の
感
染
拡
大
は

抑
え
ら
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
感
染
症
対
策
の
入
り
口
と
な
る
検
査
体
制

の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
り
、
迅
速
な
対
応
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
、
感
染
拡
大
の
防
止
や
院

内
感
染
、
施
設
内
感
染
の
防
止
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
県
で
は
今
後
、
ど
の

よ
う
に
検
査
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
の

か
。 健

康
福
祉

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
強
化

問

　
　
　
佐
賀
空
港
の
自
衛
隊
使
用
要
請
に
つ

い
て
は
、
防
衛
省
か
ら
佐
賀
県
に
対

し
て
要
請
が
あ
っ
て
か
ら
、
６
年
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
防
衛
省
は
期
限
を
示
し

て
い
な
い
も
の
の
、
要
請
は
ま
さ
に
国
の
根

幹
に
関
わ
る
国
防
、
災
害
対
応
や
救
急
対
応

に
も
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
早
く
前
に
進
め

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
有
明
海
漁
協
と
の
協
議
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

感
に
つ
い
て
、
知
事
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　
　
平
成
２７
年
に
知
事
に
就
任
し
て
、
国

に
対
し
、
計
画
の
全
体
像
、
将
来
像

の
明
確
化
を
求
め
た
。
米
軍
の
利
用
や
オ
ス

プ
レ
イ
の
安
全
性
、
生
活
環
境
や
漁
業
、
農

業
な
ど
へ
の
影
響
な
ど
、
様
々
な
観
点
か
ら

の
確
認
及
び
検
討
を
行
っ
て
き
た
。そ
し
て
、

平
成
２９
年
５
月
に
論
点
整
理
の
公
表
を
行
っ

た
後
、
平
成
３０
年
８
月
２４
日
に
県
と
し
て
の

判
断
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
後
、

防
衛
省
に
よ
る
有
明
海
漁
協
本
所
及
び
１５
支

所
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　
県
と
し
て
は
、
ノ
リ
漁
期
な
ど
に
配
慮
し

一
般
質
問

政
策
・
総
務

佐
賀
空
港
の
自
衛
隊
使
用
要
請

問答

つ
つ
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
こ
う
し

た
姿
勢
で
こ
の
大
事
な
問
題
に
向
き
合
っ
て

い
き
た
い
。

　
　
　
６
月
５
日
に
国
土
交
通
省
鉄
道
局
の

幹
線
鉄
道
課
長
と
県
の
地
域
交
流
部

長
の
面
談
が
行
わ
れ
、
面
談
の
途
中
で
協
議

に
入
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
後
、
本
格
的
な

議
論
を
進
め
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯

や
各
整
備
方
式
の
課
題
を
共
有
し
た
り
、
お

互
い
の
考
え
の
相
違
点
を
認
識
し
た
り
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
当
日
の
協
議
で
ど
の
よ
う

に
整
理
で
き
た
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
協
議

に
つ
い
て
、
県
は
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
む

の
か
。

　
　
　
協
議
で
は
、
議
論
の
中
で
、
在
来
線

を
利
用
す
る
ス
ー
パ
ー
特
急
方
式
及

び
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
方
式
の
実
現
並

び
に
リ
レ
ー
方
式
に
つ
い
て
真
剣
に
議
論
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
了
解
い
た
だ
い
た
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
一
方
、
フ
ル
規
格
や
ミ
ニ
新
幹
線
に
つ
い

て
は
、
特
に
議
論
の
時
間
軸
に
つ
い
て
、
国

と
佐
賀
県
の
認
識
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
っ

地
域
交
流

九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
　

問答

本
会
議
質
問

　

本
会
議
で
は
、
６
月
１７
日
～
１９
日
に

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
次
の
よ
う
な
質

問
・
答
弁
の
内
容
を
中
心
に
、
県
政
全

般
に
わ
た
り
幅
広
い
議
論
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
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療
機
関
へ
の
検
査
機
器
等
の
整
備
支
援
を
検

討
す
る
こ
と
な
ど
で
、
さ
ら
な
る
検
査
体
制

の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

連
す
る
中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
と

し
て
、
国
の
事
業
と
県
の
事
業
で
多
く
の
支

援
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う

ち
雇
用
調
整
助
成
金
は
国
の
事
業
で
あ
る
も

の
の
、
雇
用
維
持
の
柱
で
あ
り
、
県
も
国
と

連
携
し
、
改
善
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
地
域

の
雇
用
を
支
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。 産

業
労
働

雇
用
調
整
助
成
金

問

　
　
　

県
の
衛
生
薬
業
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
遠
心
分
離
機
や
遺
伝
子
抽
出
の

自
動
化
等
の
検
査
機
器
整
備
等
に
よ
っ
て
、

順
次
検
査
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
お
り
、
現

在
、
１
日
当
た
り
概
ね
百
件
の
検
査
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
後
の
流
行
の

拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
現
在
の
体
制
で
は

対
応
が
難
し
く
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

　
こ
の
た
め
、
衛
生
薬
業
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
さ
ら
な
る
検
査
機
器
の
整
備
や
検
査
に

関
す
る
研
修
を
行
い
、
検
査
の
人
員
体
制
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
医
療
機
関
に
お
い
て

も
ウ
イ
ル
ス
検
査
が
実
施
で
き
る
よ
う
順
次

行
政
検
査
の
委
託
契
約
を
締
結
し
、
検
査
体

制
の
強
化
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
現
在
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
加
え
て
、
抗

原
検
査
や
抗
体
検
査
な
ど
、
様
々
な
方
法
が

開
発
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
検
査
の
特
徴

を
う
ま
く
活
用
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
医

答

　
先
般
、
国
の
２
次
補
正
予
算
に
よ
る
助
成

金
の
拡
充
も
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
県

は
今
後
ど
の
よ
う
に
周
知
を
行
い
、
利
用
促

進
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
雇
用
調
整
助
成
金
は
、
経
済
上
の
理

由
に
よ
り
事
業
活
動
の
縮
小
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
事
業
主
が
雇
用
の
維
持
を
図
る

た
め
に
、
休
業
手
当
等
に
要
し
た
費
用
を
助

成
す
る
国
の
制
度
で
あ
り
、
今
回
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
国
に

お
い
て
も
、
助
成
内
容
や
対
象
の
大
幅
な
拡

大
、
手
続
の
簡
素
化
な
ど
が
図
ら
れ
て
き
て

い
る
。

　
県
で
は
、
ぜ
ひ
県
内
事
業
者
に
雇
用
調
整

助
成
金
を
活
用
し
て
雇
用
の
維
持
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、
申
請
す
る
前
の
段

階
で
事
業
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
支
援
員
を
配

置
す
る
こ
と
と
し
、
５
月
２１
日
か
ら
県
内

６
か
所
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
管
轄
に
あ
わ
せ

て
、
各
商
工
会
議
所
に
場
所
を
借
り
、
事
業

者
の
方
々
に
助
成
金
の
内
容
や
要
件
、
申
請

に
必
要
な
書
類
な
ど
に
つ
い
て
助
言
を
行
っ

て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い
る
事
業
者

に
お
い
て
、
従
業
員
の
雇
用
の
維
持
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
佐
賀
労
働
局
や
商
工
団
体
、
市

町
な
ど
と
連
携
し
て
雇
用
調
整
助
成
金
の
な

お
一
層
の
周
知
、
利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

答

　
　
　
県
で
は
、「
さ
が
の
食
と
農
を
盛
ん

に
す
る
県
民
条
例
」
に
基
づ
き
、「
佐

賀
県
『
食
』
と
『
農
』
の
振
興
計
画
」
を
策

定
し
、
様
々
な
施
策
を
行
っ
て
い
る
。
一
例

と
し
て
、
県
と
Ｊ
Ａ
が
協
力
し
て
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
フ
ァ
ー
ム
を
設
置
し
、
幅
広
い
ル
ー
ト

か
ら
意
欲
あ
る
担
い
手
が
集
ま
り
、
研
修
に

励
ん
で
い
る
。

　
研
修
生
が
心
置
き
な
く
研
修
に
励
め
る
よ

う
、
関
係
機
関
・
団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
農
業
を

志
す
者
の
目
線
に
立
っ
た
担
い
手
対
策
に
つ

い
て
、
県
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

　
　
　
県
で
は
、
就
農
前
か
ら
就
農
し
て
経

営
発
展
す
る
ま
で
の
各
段
階
に
応
じ

た
切
れ
目
の
な
い
事
業
を
実
施
し
、
就
農
希

望
者
が
プ
ロ
農
家
と
し
て
一
日
で
も
早
く
経

営
発
展
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。

　
武
雄
市
な
ど
４
市
町
で
モ
デ
ル
的
に
整
備

し
て
い
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
の
研
修

生
の
中
に
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
転
職
さ

れ
た
方
や
、
都
会
か
ら
佐
賀
へ
移
住
さ
れ
た

方
な
ど
、
農
業
へ
の
志
が
高
い
方
が
多
く
、

研
修
生
が
安
心
し
て
研
修
に
取
り
組
ん
で
も

農
林
水
産

農
業
政
策

問答

▶ �佐賀県衛生薬業センターにおけるＰＣＲ検査の様子

3 さが県議会だより 2020.9 №46



ら
え
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
や
農
協
、

生
産
部
会
等
が
一
体
と
な
っ
て
、
専
任
講
師

に
よ
る
栽
培
技
術
や
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
習
得
の

実
践
指
導
、
国
の
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事

業
を
活
用
し
た
生
活
支
援
金
の
交
付
、
さ
ら

に
は
就
農
に
向
け
た
住
宅
や
農
地
の
確
保
な

ど
、
き
め
細
か
な
支
援
が
行
わ
れ
て
お
り
、

県
と
し
て
も
、
園
芸
ハ
ウ
ス
な
ど
就
農
に
必

要
な
施
設
、
設
備
の
整
備
に
対
す
る
助
成
等

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
も
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
の
研

修
生
は
も
と
よ
り
、
農
業
を
志
す
就
農
希
望

者
一
人
一
人
に
寄
り
添
い
、
１
人
で
も
多
く

の
農
業
の
担
い
手
の
確
保
に
つ
な
が
る
よ

う
、
市
町
、
農
協
、
生
産
部
会
等
と
一
体
と

な
っ
て
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
近
年
の
雨
の
降
り
方
は
激
甚
化
、
多

頻
度
化
し
、
実
際
に
水
害
を
経
験
し

た
地
域
の
住
民
は
一
日
も
早
い
治
水
対
策
を

望
ん
で
い
る
。
今
後
、
県
で
も
国
の
施
策
に

倣
い
、
費
用
が
抑
え
ら
れ
、
早
期
整
備
が
可

能
な
遊
水
地
を
河
川
整
備
計
画
に
位
置
づ
け

な
が
ら
、
治
水
対
策
、
浸
水
被
害
対
策
を
進

め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
県
の
所
見
を

伺
い
た
い
。

　
　
　
遊
水
地
は
、
洪
水
を
一
時
的
に
貯
留

し
て
河
川
の
水
位
を
低
下
さ
せ
る
こ

と
で
、
河
川
堤
防
が
破
堤
し
、
氾
濫
す
る
危

険
性
を
低
減
さ
せ
た
り
、
支
川
か
ら
の
排
水

を
円
滑
に
す
る
な
ど
、
洪
水
時
に
お
け
る
地

域
の
浸
水
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
施
設
で
あ

り
、
県
管
理
河
川
で
は
、
こ
れ
ま
で
嬉
野
市

の
塩
田
川
や
伊
万
里
市
の
新
田
川
で
整
備
を

行
っ
て
い
る
。

県
土
整
備

県
管
理
河
川
に
お
け
る

遊
水
地
の
整
備

問答

　
遊
水
地
整
備
は
、
地
権
者
や
地
元
関
係
者

の
理
解
を
得
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
道
路
や

水
路
な
ど
既
存
施
設
の
付
け
替
え
な
ど
に
関

す
る
調
整
、
協
議
、
河
川
法
に
基
づ
く
河
川

整
備
計
画
の
策
定
、
変
更
も
必
要
と
な
る

な
ど
、
相
当
の
期
間
を
要
す
る
場
合
も
あ
る

が
、
有
効
な
治
水
対
策
の
手
段
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
河
川
整
備
計
画
の
策
定
や
変

更
を
行
う
際
に
は
、
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て

検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
県
内
で
は
令
和
元
年
佐
賀
豪
雨
を

受
け
て
、
六
角
川
水
系
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
遊
水
地
の
整
備
の
ほ
か
、

ク
リ
ー
ク
や
た
め
池
と
い
っ
た
既
存
施
設
を

利
用
し
、
洪
水
や
降
雨
を
一
時
的
に
貯
留

す
る
取
組
も
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
、
今
後
も
こ
う
し
た
河
川
改
修
以
外
の
取

組
も
含
め
て
、
治
水
対
策
や
浸
水
被
害
対
策

に
流
域
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　遊水地は、川沿いの一部を堤防で囲い、洪水の水を貯めて、
下流に流れる水量を減らします。
　そのあと洪水が治まってから溜めておいた水を、川に戻し
ます。

牟田部遊水地（牛津川）

現現
げんげん
在在
ざいざい
地地
ちち
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い
、
他
の
車
両
に
道
路
に
お
け
る
交
通
の
危

険
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
運
転
を
新

た
に
「
妨
害
運
転
」
と
規
定
し
、
罰
則
が
設

け
ら
れ
た
。

　
今
回
の
法
改
正
に
よ
り
、
悪
質
で
危
険
な

あ
お
り
運
転
等
に
歯
止
め
が
か
か
り
、
悲
惨

な
事
故
を
抑
止
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　
本
県
で
も
、
車
間
距
離
不
保
持
の
違
反
で

検
挙
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
発
生
し
て
お
り
、
仮

に
あ
お
り
運
転
が
高
速
道
路
上
で
発
生
し
た

場
合
に
は
重
大
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
。
道
路
交
通
法
の
改
正
を
受
け
、
あ
お
り

運
転
を
抑
止
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
県
警
察
で
は
、
こ
の
度
の
道
路
交
通

法
等
の
改
正
を
踏
ま
え
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
を
用
い
た
広
報
啓

発
や
、
関
係
機
関
、
団
体
と
緊
密
に
連
携
し

た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
更
新
時
講
習
や
運
転
免

許
の
新
規
取
得
に
か
か
る
教
習
な
ど
を
通
じ

て
、
道
路
交
通
法
等
の
改
正
内
容
の
周
知
、

運
転
者
に
思
い
や
り
、
譲
り
合
い
の
気
持
ち

を
持
っ
た
行
動
の
必
要
性
、
妨
害
運
転
の
対

処
法
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
有
効
性
に

つ
い
て
周
知
啓
発
し
、
妨
害
運
転
の
抑
止
を

図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
他
方
、妨
害
運
転
を
認
知
し
た
場
合
に
は
、

創
設
さ
れ
た
妨
害
運
転
等
の
あ
ら
ゆ
る
法
令

を
駆
使
し
て
、
取
締
り
や
捜
査
を
徹
底
し
て

い
く
こ
と
に
加
え
、
運
転
免
許
の
取
消
処
分

等
を
迅
速
に
行
い
、
悪
質
・
危
険
な
運
転
者

答

を
道
路
交
通
の
場
か
ら
排
除
し
て
い
く
所
存

で
あ
る
。

　
県
警
察
と
し
て
は
、
悪
質
、
危
険
な
妨
害

運
転
を
抑
止
し
て
、
安
全
な
交
通
社
会
の
実

現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
関
係
機
関
、
団
体

と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
人
身
交
通
事
故
発

生
ワ
ー
ス
ト
レ
ベ
ル
か
ら
の
脱
却
を
は
じ

め
、
悲
惨
な
交
通
事
故
の
根
絶
に
向
け
、
今

後
も
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
で
、
本
県
に
お
い
て
も
県
立

学
校
や
市
町
立
学
校
が
一
時
期
臨
時
休
業
と

い
う
事
態
に
な
っ
た
が
、
県
立
学
校
で
は
、

知
事
部
局
と
教
育
委
員
会
が
連
携
し
た
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｅ
」
を
推
進
し
、
一
部
の
学
校

で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
模
索
さ
れ
、
２０
数
校

で
試
験
的
に
実
施
さ
れ
た
。

　
県
は
、
全
国
に
先
駆
け
、
平
成
２６
年
度
か

ら
県
立
高
校
に
一
人
一
台
の
学
習
用
パ
ソ
コ

ン
を
導
入
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
教
育
に
先
進

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
今
後
、
さ
ら
な

る
推
進
に
向
け
、
学
習
用
パ
ソ
コ
ン
を
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
で
は
、
生
徒
が
学
校
に

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
非
常
に
厳
し

い
状
況
の
中
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
模
索

し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
取

組
の
中
で
、
ま
だ
ま
だ
活
用
で
き
る
余
地
は

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

も
っ
と
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
教
育
に
つ
い
て
は
、
外
部

の
専
門
家
や
教
員
、
ま
た
、
保
護
者
な
ど
か

ら
成
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
教
育
の
推
進
に
関
す

教
　
育

県
立
高
校
に
お
け
る

学
習
用
パ
ソ
コン

問答

る
事
業
改
善
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
、
定

期
的
に
開
催
し
、
そ
の
中
で
本
県
の
取
組
に

つ
い
て
様
々
な
確
認
、
検
証
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
こ
の
委
員
会
か
ら
の
提
案
等

も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
様
々
な
教
育
活
動
に

お
い
て
、
一
人
一
台
パ
ソ
コ
ン
の
積
極
的
な

活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
６
月
１０
日
に
「
道
路
交
通
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
、

他
の
車
両
等
の
通
行
を
妨
害
す
る
目
的
で
、

車
間
距
離
不
保
持
な
ど
の
一
定
の
行
為
を
行

道
路
交
通
法
等
の
改
正
を
受
け
た

あ
お
り
運
転
へ
の
取
組

問 ▶�

県
立
高
校
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
様
子

▶ �県警による交通安全キャンペーンの様子
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委
員
会
審
議

　
県
内
視
察
を
含
め
審
議
が
行
わ
れ
、
付
託

議
案
の
５
件
が
原
案
可
決
、
１
件
が
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

【
主
な
付
託
議
案
】

・
一
般
会
計
（
補
正
）
予
算
関
係
分

・�

収
用
委
員
会
の
委
員
及
び
予
備
委
員
の
任

命
【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関

す
る
危
機
管
理
上
の
気
づ
き
及
び
各
種
対

策
の
政
策
判
断
に
関
す
る
所
見

・�

原
子
力
防
災
訓
練
の
取
組
状
況
や
コ
ロ
ナ

禍
で
の
避
難
計
画
の
見
直
し
の
必
要
性

・�

消
防
団
の
現
状
と
地
域
防
災
力
の
強
化
対

策
及
び
自
主
防
災
組
織
等
の
強
化
対
策

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
・
緊
急
経

済
対
策
の
内
容
や
財
源
、
予
備
費
の
活
用

状
況
及
び
県
財
政
へ
の
影
響

・�

特
別
定
額
給
付
金
事
業
の
目
的
と
概
要
及

び
市
町
の
給
付
状
況

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
便

総
務
常
任
委
員
会

委
員
会
審
議

　
県
内
視
察
を
含
め
審
議
が
行
わ
れ
、
付
託

議
案
の
１
件
が
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
付
託
議
案
】

・
一
般
会
計
（
補
正
）
予
算
関
係
分

【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・�

あ
ん
摩
等
施
術
所
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
感
染
防
止
対
策
に
留
意
し

た
事
業
の
継
続
、
支
援
金
の
簡
素
な
申
請

方
法
及
び
確
実
な
支
援
金
給
付
の
取
組

・�

県
立
学
校
の
空
調
整
備
に
つ
い
て
、
公
費

に
よ
る
設
置
へ
と
方
針
転
換
す
る
理
由
、

今
後
の
設
備
の
更
新
へ
の
対
応
及
び
各
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
対
す
る
説
明
の
必
要
性

・�

横
断
歩
行
者
の
交
通
事
故
の
発
生
状
況
や

歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止
対
策
及
び
行
動

変
容
を
促
す
新
た
な
取
組

・�

手
話
通
訳
士
等
の
制
度
や
手
話
言
語
条
例

制
定
後
に
お
け
る
聴
覚
障
害
者
の
社
会
参

加
促
進
の
状
況
、
手
話
通
訳
士
等
の
増
加

へ
の
課
題
と
今
後
の
取
組

・�

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
の
給

付
方
式
見
直
し
の
検
討
状
況
と
そ
の
課
題

及
び
現
物
給
付
化
に
向
け
た
今
後
の
取
組

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
臨

時
休
業
に
伴
う
学
習
の
遅
れ
へ
の
対
応
、
大

学
進
学
や
就
職
へ
の
影
響
と
今
後
の
指
導

方
法
、
学
習
用
パ
ソ
コ
ン
の
活
用
の
取
組

及
び
学
校
の
臨
時
休
業
の
考
え
方

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

乗
し
た
犯
罪
防
止
の
取
組

・�

県
内
に
お
け
る
交
通
事
故
情
勢
と
交
通
事

故
抑
止
対
策

・�

一
灯
式
信
号
機
の
設
置
状
況
と
撤
去
す
る

場
合
の
代
替
の
安
全
対
策

委
員
会
審
議

　
６
月
２４
日
、
２５
日
に
審
議
が
行
わ
れ
、
付

託
議
案
の
５
件
が
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
付
託
議
案
】

・
一
般
会
計
（
補
正
）
予
算
関
係
分

・�

佐
賀
県
農
業
大
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

農
林
水
産
商
工
常
任
委
員
会

委
員
会

　

常
任
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
の
審

議
の
過
程
で
、付
託
議
案
等
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
意
見
や
要
望
、
質
疑
事
項

が
申
し
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

▲
�

総
務
常
任
委
員
会
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
天
山（
多

久
市
）の
視
察

▲
�

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
さ

が（
唐
津
市
）の
視
察
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【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下

に
お
け
る
県
内
商
工
業
者
へ
の
支
援
策
と

そ
の
効
果

・�

佐
賀
産
日
本
酒
の
振
興
に
お
け
る
「
佐
賀

県
原
産
地
呼
称
管
理
制
度
」
の
概
要
と
制

度
導
入
に
よ
る
効
果
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
と
支
援
策
及
び

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
対
応
策

・�「
佐
賀
支
え
愛
」
の
目
的
や
、
こ
れ
ま
で

の
取
組
内
容
と
課
題
及
び
Ｅ
Ｃ
（
電
子
商

取
引
）
を
活
用
し
た
生
産
者
へ
の
販
路
拡

大
支
援
策
並
び
に
今
回
の
経
験
を
生
か
し

た
今
後
の
対
応
策

・�

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
．
０
の
他
分
野
へ
の

拡
大
や
今
後
の
展
開
策
と
庁
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

人
材
育
成
の
必
要
性
及
び
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推

進
に
向
け
た
今
後
の
取
組

・�

大
学
新
卒
者
の
県
内
就
職
の
状
況
と
、
県

内
企
業
の
人
材
確
保
の
取
組
へ
の
支
援
策

及
び
学
生
へ
の
佐
賀
県
の
魅
力
発
信
に
向

け
た
今
後
の
取
組

・�「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ　
Ｂ
Ａ
Ｒ
」
の
設
置
目
的
や
、

昨
年
度
の
実
績
と
そ
の
評
価
、
周
辺
の
飲

食
店
へ
の
誘
導
策
及
び
今
後
の
取
組

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下

に
お
け
る
県
内
農
林
水
産
業
へ
の
支
援
策

・�

農
業
大
学
校
の
概
要
や
入
学
者
数
の
推
移

と
卒
業
後
の
進
路
状
況
及
び
農
業
大
学
校

の
魅
力
向
上
に
向
け
た
今
後
の
取
組

　
６
月
２９
日
に
佐
賀
大
学
医
学
部
の
青
木
副

医
学
部
長
を
参
考
人
と
し
て
招
致
し
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

−

１９

　
現
状
・
対
策
と
今
後
の
課
題
」に
つ
い
て
、

意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
き
、
質
疑
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

等
特
別
委
員
会

・�

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
植
林
地
へ
の
薬
剤
散
布

実
証
試
験
の
概
要
、
薬
剤
散
布
の
環
境
影

響
調
査
結
果
や
、
県
民
と
の
意
見
交
換
の

内
容
を
踏
ま
え
た
今
後
の
実
証
試
験
の
進

め
方

委
員
会
審
議

　
県
内
視
察
を
含
め
審
議
が
行
わ
れ
、
付
託

議
案
の
４
件
が
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
付
託
議
案
】

・
一
般
会
計
（
補
正
）
予
算
関
係
分

・
土
地
取
得
特
別
会
計
補
正
予
算

・
佐
賀
空
港
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・�

県
立
宇
宙
科
学
館
の
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
検
討
な
ど
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
連
携
し
た
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
Ｇ
Ａ
宇
宙
教
育
文
化
振
興
事
業
の

取
組

・�

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
県
内
観
光
需
要
の
速

や
か
な
回
復
を
図
る
た
め
、「
新
し
い
観

光
ス
タ
イ
ル
」
に
対
応
し
た
県
の
取
組

・�「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業
」
に
お
け
る

県
内
観
光
産
業
へ
の
助
成
効
果
と
事
業
活

用
に
対
す
る
国
へ
の
要
望
の
必
要
性

・�

有
明
海
沿
岸
道
路
や
国
道
二
〇
七
号
、
国

道
四
九
八
号
な
ど
、
県
南
西
部
地
域
に
お
け

る
幹
線
道
路
整
備
の
状
況
と
今
後
の
見
通
し

・�

出
水
期
に
お
け
る
、
県
管
理
ダ
ム
の
洪
水

調
節
機
能
強
化
の
取
組
と
効
果

地
域
交
流
・県
土
整
備
常
任
委
員
会

【
主
な
質
疑
事
項
等
】

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
検
査
の

課
題
と
今
後
の
検
査
体
制
の
あ
り
方

・
医
療
現
場
へ
の
支
援
の
あ
り
方

・�

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
す
る
情
報
の
取
扱
い

・�ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
コ
ロ
ナ

と
の
共
生
社
会
の
あ
り
方

・�

医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設
等
で
の
今
後
の

感
染
対
策

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
や
治

療
薬
の
効
果
の
捉
え
方

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
後
遺
症

の
症
例
の
有
無

・
保
健
所
の
機
能
体
制
強
化
の
必
要
性

・
免
疫
力
維
持
の
た
め
の
方
法

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
再
陽
性

患
者
に
つ
い
て
の
所
見

・
唾
液
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
有
用
性

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
や
同
時
感
染
の
可

能
性

・�

野
生
動
物
由
来
の
人
畜
共
通
感
染
症
へ
の

今
後
の
研
究

・
接
触
確
認
ア
プ
リ
の
効
果

・
医
療
現
場
か
ら
見
た
課
題

・
過
度
な
除
菌
等
に
よ
る
人
体
へ
の
影
響

▲
�

地
域
交
流
・
県
土
整
備
常
任
委
員
会
に
よ
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人
灯
す
屋（
有
田
町
）の
視
察
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見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

お読みになった
ご感想やご意見を
お寄せください

「さが県議会だより」の次号は、１２月１日発行です。

〒８４０−８５７０　佐賀市城内一丁目１番４５号
TEL	０９５２−２５−７３０６　　FAX	０９５２−２５−７２７９
E-mail　gikai@pref.saga.lg.jp
ホームページ　http://www.pref.saga.lg.jp/gikai/

佐賀県議会事務局政務調査課
佐賀県議会 検　索 ➡➡

「インターネット議会録画」や
「会議日程」、「会議録」などが
ご覧いただけます。

《条例（６件可決）》
⃝�佐賀県県税条例の一部を改正する条例
　�（内容：新型コロナウイルス感染症緊急経済対策に伴う
税制改正への対応を行うもの
　　①�自動車税の環境性能割の税率を１％分軽減する特

例措置の適用期限を延長（令和２年９月３０日　→
　令和３年３月３１日）する。

　　②�イベントの中止等により生じた入場料等の払戻請
求権を放棄した者に対し、個人県民税の寄附金税
額控除を適用する。

　　③�耐震改修した住宅に係る不動産取得税の特例につ
いて、改修工事が遅延した場合に対応できるよう、
要件を弾力化する。　等）

⃝�佐賀県農業大学校条例の一部を改正する条例
　�（内容：低所得者世帯の学生等の経済的負担を軽減する
ため「大学等における修学の支援に関する法律」が制
定されたことに伴い、同法による授業料免除制度の対
象となった者は、農業大学校の授業料の減免対象とす
るもの）

⃝�佐賀県獣医師修学資金貸与条例の一部を改正する条例
　�（内容：獣医師修学資金の返還免除条件となる就業先（農
協、農業共済組合、家畜の診療施設等）について、以
下の改正を行うもの
　　①�家畜の診療施設について、個人が開設する施設だ

けでなく、法人が開設する施設も対象に含める。
　　②�農業共済組合等の再編に伴い、佐賀県農業共済組

合連合会等を対象から削除する。）
⃝�佐賀県佐賀空港条例の一部を改正する条例
　�（内容：空港駐車場利用者へのサービス維持向上のため、
空港駐車場内に長期間放置されている自動車について、
所有者調査や自動車の移動、所有者不明自動車の撤去、
処分ができるようにするもの）� �
� など

《意見書（１件可決）》
⃝�軽油引取税の課税免除措置の継続を求める意見書

６月定例会で条例などが次のとおり可決されました。

県議会のここが知りたい！

　各定例会の流れは、次のようになっています。

本会議
（開会） ９月８日（火）

本会議
（一般質問）

９月１４日（月）
９月１５日（火）
９月１６日（水）

常任委員会
９月２３日（水）
９月２４日（木）

特別委員会 ９月２８日（月）

委員長報告 ９月２９日（火）

本会議
（閉会） ９月３０日（水）

９月定例会　会期日程（予定）

※会期及び日程は変更される場合があります。

招集 知事が招集します

議会運営
委員会

議員の中から委員を選び、議会の運営方法に
ついて話し合います

開会 議長が開会を宣告します
会期の決定 議会の開催期間を決めます
議案の説明 知事が提出議案について説明します

質疑・質問 議員が議案や県の仕事（事業）について質問
し知事や部局長が答えます

委員会付託 議案を専門的に審査するために関係の委員会
に送ります

付託議案等
審査・採決

送付された議案・請願について審査し、委員
会として賛成か反対かを決めます

委員長報告 委員会の審査が終わると再び本会議を開き、
各委員長から審査の経過と結果を報告します

討論 議員から議案について賛成か反対かの意見を
述べます

採決 議案について賛成か反対かを決めます

閉会 すべての議案の採決が終わると議長が閉会を
宣告します
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